
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
嚢
に
つ
い
て

一
本
稿
の
意
図

抄
物
は
、
漢
籍
・
仏
書
・
国
書
等
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
そ
れ
を
講
釈
し
た

草
案
と
記
録
と
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
講
釈
と
い
う
行
為
が
介
在
す
る
為

に
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
言
語
に
は
、
俗
語
と
文
語
と
の
混
在
が
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
抄
物
の
言
語
を
、
室
町
時
代
語
の
普
過
的
実
態
と
直
接
的
に
結

び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
抄
物
の
言
語
の
実
相
を
、

語
彙
の
面
か
ら
分
析
し
よ
う
せ
す
る
試
み
で
あ
る
。

資
料
と
し
て
、
史
記
桃
源
抄
を
用
い
る
。
周
知
の
如
く
、
本
資
料
は
天
岩
牧

中
の
史
記
講
義
を
桃
源
瑞
仙
が
聞
吾
し
た
部
分
（
序
及
び
補
史
の
三
息
か
ら
、

本
紀
は
、
周
本
紀
第
四
の
武
王
の
条
ま
で
、
列
伝
で
は
、
司
馬
相
加
列
伝
第
五

七
の
途
中
ま
で
）
と
、
牧
中
の
講
義
の
存
し
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
桃
源
が
自

身
の
講
義
の
草
案
を
迫
補
し
た
部
分
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
所
謂
、
「
関
空
」

と
「
手
控
」
　
と
が
合
わ
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
本
資
料
の

の
多
様
性
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
P
た
だ
、
－
既
時
指
摘
さ
れ
寸
い
る
如

く
、
桃
源
の
抄
の
部
分
に
は
、
先
行
の
竺
雲
等
蓮
の
漢
書
抄
の
影
響
が
強
く
認

め
ら
れ
、
牧
中
の
聞
吾
の
部
分
に
も
、
竺
票
の
漢
書
講
釈
の
影
響
が
認
め
ら
れ

る
（
注
1
）
と
い
う
事
実
は
、
十
分
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

釆

　

田

隆

史
記
桃
源
抄
の
語
彙
の
性
格
を
、
他
の
抄
物
と
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
玉
塵
抄
（
永
禄
六
年
の
識
語
、
慶
長
二
年
写
）
　
（
注
2
）
と
比

較
す
る
。
更
に
、
抄
物
以
外
の
口
語
資
料
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
口
語
資
料
を

取
り
上
げ
た
。
資
料
に
は
天
草
版
伊
曽
保
物
語
（
文
禄
二
年
刊
）
　
（
注
3
）
を

用
い
た
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
二
資
料
が
、
と
も
に
史
記
桃
源
抄
成
立
（
文
明
九

年
）
か
ら
遅
れ
る
こ
と
百
年
前
後
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
、
比
較
の
院
に
十
分

考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
異
な
る
言
語
体
系
の
語
彙
を
相
互
に
比
較
す
る
時
、
両
者
に
於
け
る

示
差
性
が
顕
著
で
あ
る
分
野
語
彙
と
し
て
、
副
詞
語
彙
が
と
り
立
て
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
史
記
桃
源
抄
の
語
彙
総
体
の
内
の
、
副
詞
語
彙
を

と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
調
査
に
用
い
た
史
記
桃
源
抄
の
テ
キ
ス
ト
は
、
京
都
大
学
付
属
図
書

館
蔵
の
、
清
原
宣
賢
等
の
書
写
に
成
る
写
本
二
十
冊
（
う
ち
、
仮
名
抄
十
八
冊

）
　
で
あ
る
。
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二
　
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙

次
下
に
、
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙
を
、
分
類
し
、
整
理
し
て
掲
げ
る
。
副

詞
の
分
類
体
系
と
し
て
所
謂
陳
述
副
詞
と
い
う
用
語
は
用
い
な
い
。
呼
応
の
有



無
と
い
う
分
類
の
観
点
は
、
そ
の
他
の
副
詞
分
類
と
次
元
を
異
に
す
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
、
擬
声
擬
態
の
副
詞
を
特
立
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
に
属
す
る
副

詞
語
彙
の
異
な
り
語
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
擬
声
擬
態
の
副
詞

は
、
そ
れ
が
係
わ
っ
て
ゆ
く
述
語
の
意
味
的
な
範
囲
が
大
体
に
於
て
決
定
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
副
詞
語
彙
は
、
固
有
の
述
語

的
意
味
を
自
身
の
う
ち
に
潜
在
的
に
含
ん
で
い
る
と
い
う
特
別
の
性
格
が
認
め

ら
れ
る
語
彙
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
。

ま
た
、
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙
を
、
天
草
版
伊
曽
保
物
語
（
以
下
「
伊
」

と
略
称
す
る
）
、
王
塵
抄
（
以
下
「
王
」
　
と
略
称
す
る
）
　
の
副
詞
語
彙
と
比
較

す
る
と
、
次
の
四
顆
に
整
理
さ
れ
る
。

A
顆
　
「
伊
」
　
に
も
「
王
」
　
に
も
存
す
る
副
詞

B
顆
　
「
伊
」
　
に
は
存
す
る
が
「
王
」
　
に
は
存
し
な
い
副
詞

C
類
　
「
玉
」
　
に
は
存
す
る
が
「
伊
」
　
に
は
存
し
な
い
副
詞

D
類
　
史
記
桃
源
抄
に
の
み
存
す
る
副
詞

史
記
桃
源
抄
が
、
牧
中
の
講
義
の
聞
吾
∴
以
下
「
牧
」
と
略
称
す
る
）
と
、

桃
源
の
手
控
（
以
下
「
桃
」
　
と
略
称
す
る
）
と
か
ら
成
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た

が
、
こ
の
両
者
の
言
語
に
は
相
違
が
存
す
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
、
又
、
そ

の
報
告
も
あ
る
（
注
4
）
。
そ
こ
で
、
右
の
四
分
類
の
更
に
下
位
分
類
と
し
て
、

の
「
桃
」
と
「
牧
」
と
の
両
方
に
存
す
る
副
詞
、
何
「
桃
」
　
の
方
に
の
み
存
す

る
副
詞
、
㈹
「
牧
」
　
の
方
に
の
み
存
す
る
副
詞
の
三
類
に
分
け
る
。

な
お
、
一
つ
の
副
詞
が
、
程
度
畳
の
副
詞
と
情
態
の
副
詞
と
の
二
つ
の
用
法

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
便
宜
上
、
用
例
の
多
い
方
に
尽
せ

し
め
た
。

表
記
が
二
種
類
以
上
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
も
用
例
の
多
い
表
記
を

代
表
さ
せ
て
、
他
は
カ
ッ
コ
内
に
順
次
入
れ
た
。
用
例
数
は
二
例
以
上
の
も
の

に
は
算
用
数
字
で
示
し
た
。
「
桃
」
と
「
牧
」
　
と
の
両
方
に
存
す
る
川
類
の
用

例
数
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
掲
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
数
の

都
合
上
そ
れ
を
区
別
せ
ず
、
合
計
用
例
数
を
掲
げ
た
。
（
注
5
）
　
（
必
要
に
応

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
）
濁
点
は
、
本
資
料
で

は
、
副
詞
に
つ
い
て
は
、
ツ
プ
ト
（
フ
の
仮
名
の
左
上
、
上
声
の
濁
点
）
一
例

の
み
で
あ
っ
て
、
他
は
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

玉
塵
抄
、
天
草
版
伊
曽
保
物
語
と
の
比
較
で
、
ノ
表
記
上
の
相
違
が
あ
る
場
合

は
、
特
に
注
意
を
要
す
る
場
合
は
＜
＞
に
入
れ
て
注
記
し
た
が
、
多
く
は
注
記

を
省
略
し
た
。

一
　
思
考
判
断
の
副
詞

A
顆
　
の
ナ
ニ
ト
（
ナ
ン
ト
・
何
ト
・
何
二
ト
）
墾
ナ
ゼ
二
（
何
ゼ
こ
）

Ⅲ
、
エ
墜
ゲ
二
輿
必
（
必
ズ
）
彗
ナ
ニ
ト
テ
（
ナ
ン
ト
テ

・
何
ト
テ
）
2
1
、
若
シ
（
モ
シ
・
若
）
1
9
、
ナ
ニ
サ
マ
1
5
、
況
ヤ

カ
マ
イ
テ
（
カ
マ
へ
テ
）
1
1
、
ナ
ン
ゾ
（
何
ゾ
）
1
1
、
マ
コ
ト
ニ

イ
カ
ニ
モ
5
、
タ
ト
ヒ
（
タ
ト
へ
）
2
、
㈱
カ
へ
ツ
テ
、
の
無
し
。

B
顆
　
の
ナ
ニ
カ
（
何
カ
・
何
二
カ
・
ナ
ン
カ
）
甲
ヨ
モ
l
？

何

二

ト

テ

　

一

（
況
）
n
、
　
2
1

（
誠
二
）
8
、
－

以
上
1
5
語

ナ
1
4
、
セ

メ
テ
8
、
ト
モ
カ
ウ
モ
7
、
中
々
6
、
ト
テ
モ
4
　
回
イ
カ
サ
マ
1
4
、
マ
シ
テ

9
、
イ
カ
ガ
2
、
イ
カ
デ
カ
、
サ
ス
ガ
＜
「
王
」
　
サ
ス
ガ
こ
＞
　
の
何
様
　
以

上
1
3
語

C
顆
　
の
イ
カ
ニ
（
何
二
）
9
0
、
ナ
ニ
ト
モ
．
（
ナ
ン
ト
モ
・
何
ト
モ
）
7
9
、

チ
ヤ
ウ
ド
封
、
　
伺
実
こ
6
、
の
イ
ク
ラ
4
　
以
上
5
語

D
顆
　
川
マ
サ
シ
フ
（
マ
サ
シ
ウ
・
正
シ
ク
・
正
ク
）
1
0
、
ヤ
ワ
ヤ
8
、
是

非
二
6
、
治
定
5
、
　
㈱
蓋
シ
（
蓋
）
4
、
果
シ
テ
（
果
タ
シ
テ
）
3
、
イ
カ

ン
ト
モ
2
、
畳
、
イ
カ
ニ
イ
カ
二
、
一
ナ
ジ
カ
バ
、
モ
シ
ャ
、
　
再
一
定
、
仮
令

以
上
1
3
語



二
　
程
度
立
の
副
詞

A
顆
の
皆
墾
只
（
唯
）
響
ア
マ
リ
墜
大
イ
二
（
大
二
．
大
）
輿

サ
ノ
ミ
印
、
チ
ッ
ト
モ
5
0
、
ア
マ
タ
1
1
、
　
㈱
サ
ホ
ド
3
、
サ
シ
テ
　
の
無
し
。

以
上
9
語

B
類
　
の
ア
マ
リ
二
討
、
イ
カ
ウ
6
、
　
廟
イ
ト
ド
3
、
サ
シ
モ
3
　
の
無

し
。
以
上
4
語

C

顆

　

的

チ

ッ

ト

興

総

シ

テ

輿

イ

カ

ホ

ド

墜

一

チ

9

、

大

略

8

、

キ

ヤ
メ
テ
＜
「
王
」
　
キ
ワ
メ
テ
V
2
、
悉
二
2
、
　
回
大
更
3
、
ト
リ
ワ
ケ
　
（
ト

リ
パ
ケ
）
3
、
蓋
　
（
尽
）
2
、
　
の
ナ
ン
ボ
（
ナ
ン
ポ
ウ
）
4
、
イ
ツ
パ
イ
、

チ
ト
、
チ
ヨ
ッ
ト
　
以
上
1
4
語

D
顆
　
の
少
々
　
（
中
々
）
7
、
随
分
＜
「
王
」
ズ
イ
ブ
ン
二
＞
7
、
マ
ッ
ト

4
、
一
切
二
＜
「
玉
」
一
切
＞
2
、
　
㈱
甚
3
、
イ
カ
ホ
ド
ニ
2
、
ソ
コ
バ
ク

2
、
全
タ
ク
　
（
全
ク
）
2
、
ア
ゲ
テ
、
サ
ホ
ド
ニ
、
十
分
二
＜
「
玉
」
十
分
ト
、

十
分
＞
、
ソ
ツ
ク
リ
、
大
抵
、
特
1
1
、
一
シ
ヲ
、
僅
二
＜
「
王
」
　
ワ
ッ
カ
＞

の
至
テ
　
以
上
1
7
語

三
　
時
間
関
係
の
副
詞

A
相
　
川
先
ツ
（
マ
ツ
・
先
）
墜
マ
ダ
墜
ヤ
ガ
テ
訂
、
イ
ツ
モ
鍋
、
常

l

二
田
、
巳
二
　
（
既
二
）
　
5
8
、
結
句
（
ケ
ツ
ク
）
3
3
、
未
2
4
、
遂
二
　
（
終
二
・
ツ

イ
1
「
遂
）
2
1
、
モ
ト
ヨ
リ
1
1
、
ヲ
リ
7
シ
5
、
　
回
次
第
二
1
8
、
シ
キ
リ
二

の
シ
バ
シ
　
以
上
1
4
語

B
頬
　
の
所
詮
5
、
　
回
速
二
、
タ
ヒ
〈
二
＜
「
王
」
　
タ
ビ
〈
＞
、
度

D
顆
　
の
マ
ウ
朗
、
初
メ
テ
（
ハ
シ
メ
テ
・
初
テ
・
始
メ
テ
・
始
テ
）
8
、

始
終
6
、
次
第
〈
二
4
、
久
々
二
2
、
　
回
イ
ツ
シ
カ
、
早
速
二
、
ス
グ
サ

ヨ

リ

〈

マ
二
、
時
　
　
の
一
偏
二
2
、
万
力
一
3
、
イ
ツ
カ
、
梢
々
、
早
々
ト
＜
「
王

」
　
サ
ウ
〈
＞
　
以
上
1
4
語

四
　
情
態
の
副
詞

A
類
　
の
カ
ウ
（
カ
フ
・
カ
ク
）
墜
別
シ
テ
（
ヘ
シ
テ
・
ヘ
ツ
シ
テ
）
輿

我
ト
6
3
、
猶
（
ナ
ヲ
・
尚
）
4
4
、
自
然
三
2
0
、
又
（
マ
タ
）
1
3
、
更
二
　
（
更
・

ヒ

ソ

カ

ニ

ヒ

ソ

カ

ニ

サ

ラ

1

1

）

1

2

、

ヤ

ウ

〈

6

、

互

二

5

、

ヒ

ソ

カ

ニ

（

間

・

聞

－

与

）

4

、

カ

〃

ノ

〈

各
々
2
　
回
シ
カ
〈
ト
5
、
モ
ツ
バ
ラ
（
専
ラ
・
専
）
　
4
、
芳
（
カ
タ
〈

）
2
、
ア
リ
〈
ト
、
強
テ
、
吾
レ
サ
キ
二
　
の
無
し
。
以
上
1
7
語

B

顆

　

の

ヨ

ク

（

ヨ

ウ

・

能

ク

・

ヨ

フ

）

墾

自

然

5

、

サ

ン

〈

二

＜

「

王
」
　
サ
ン
〈
＞
3
、
　
回
コ
ト
サ
ラ
二
＜
「
王
」
　
コ
ト
サ
ラ
＞
3
、
一
へ
二

2
、
ア
マ
ネ
ク
　
の
無
し
。
以
上
6
語

C
顆
　
の
シ
カ
ト
4
8
、
一
々
二
2
9
、
イ
ツ
タ
ウ
2
9
、
7
チ
コ
チ
2
6
、
ワ
ザ
ト

2
3
、
直
二
8
、
一
向
二
　
（
一
コ
ウ
ニ
）
9
、
日
ラ
8
、
ユ
ル
〈
ト
5
、
ヨ
ク

〈

7

、

一

々

2

、

内

々

2

、

蒙

々

ト

2

、

　

回

ヤ

ス

〈

ト

5

、

涯

分

（

カ

イ

ブ

ン

）

4

、

敢

テ

、

ウ

マ

〈

ト

、

細

々

、

自

ラ

　

再

チ

リ

〈

ニ

5

、

重

々
二
2
、
忽
然
ト
、
参
然
ト
、
妄
二
、
　
以
上
2
4
語

D
類
　
の
ヨ
ウ
モ
　
（
＿
ク
モ
・
ヨ
7
モ
）
6
0
、
マ
ッ
ス
グ
ニ
7
、
猶
モ
6
、

ヤ
バ
リ
4
、
卒
忽
二
4
、
ナ
マ
ジ
イ
二
3
、
シ
ツ
カ
ト
3
　
㈱
細
々
二
2
、
シ

キ

〈

二

2

、

更

々

二

、

シ

ラ

〈

ト

、

尚

シ

、

ヒ

ロ

〈

ト

、

我

レ

先

こ

ト

、
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て
レ
l
l

＜
圭
丁
度
々
土
＞
－
納
車
－
山
ト
十
5
詰

C
類
　
の
サ
キ
二
　
（
先
二
）
1
4
、
7
ゲ
ク
二
1
3
、
二
ハ
カ
ニ
7
、
ス
グ
二
4
、

回
更
メ
テ
、
漸
々
二
2
、
ト
キ
ト
キ
、
畢
発
　
の
一
旦
4
、
一
度
2
　
以
上

〇
五
O

l

一

一

一

一

ロ

婁
然
ト
、
獣
然
ト
、
茫
然
ト
、
偶
然
ト
、
純
然
ト
、
参
葺
ト
、
、
．
．
拍
々
ト
、
メ
、
タ

ト
、
妙
l
l
、
　
㈹
別
々
二
5
、
自
然
ト
4
、
ア
マ
〈
ト
、
コ
マ
カ
ニ
、
ソ
ゾ

ロ

、

ノ

ヒ

〈

ト

、

ハ

シ

〈

ト

、

ム

カ

ウ

ヤ

プ

リ

二

、

ム

マ

〈

ト

、

ヤ

ミ

〈
ト
、
余
々
ト
、
虚
寒
ト
、
蜂
然
ト
、
事
々
ト
、
卒
然
ト
、
酒
々
ト
、
素
々



ト
、
慨
然
ト
、
ラ
ウ
〈
ト
、
以
上
4
2
語

五
　
擬
声
擬
態
の
副
詞

A
類
　
の
ソ
ツ
ト
3
5
、
回
の
無
し
。
以
上
1
語

B
類
　
の
無
し
。
　
伺
ガ
ツ
ハ
ト
4
、
　
の
ハ
タ
ト
、
ヒ
ヨ
ッ
ト
　
以
上
3

五
U

ー
ご
．
い

C

類

　

の

キ

ッ

カ

ト

4

0

、

チ

ャ

ッ

ト

3

0

、

ス

キ

ト

1

6

、

ソ

ツ

ト

1

1

、

ク

ワ

ッ

ト

4

、

サ

ツ

ト

4

、

ト

ウ

ト

3

、

ウ

ル

〈

ト

2

、

ク

ル

〈

ト

2

　

回

キ

ッ

ト

4

、

ス

ル

リ

ト

2

、

キ

ッ

ハ

ト

、

キ

ラ

リ

ト

、

ク

ル

リ

ト

、

ク

ル

リ

〈

ト

、

ク

ル

〈

ト

、

ザ

ツ

ト

、

チ

ヤ

ウ

〈

ト

、

チ

ヤ

ツ

チ

ヤ

ト

、

バ

ラ

リ

ト

、

の

ス

タ

〈

ト

、

ニ

ッ

コ

ト

、

バ

ラ

リ

ト

、

ハ

ル

．

〈

ト

、

ヒ

タ

ト

、

ホ

ロ

リ

ト

、

ム

ザ

〈

ト

、

　

以

上

2

7

語

D

顆

　

の

フ

ッ

ト

2

3

、

ス

ッ

ト

2

0

、

ハ

ッ

タ

ト

8

、

ス

ル

リ

〈

ト

4

、

セ

カ

〈

ト

4

、

チ

ヤ

ト

4

、

ツ

ン

ト

4

、

ヌ

ル

〈

ト

4

、

コ

セ

〈

ト

3

、

ヅ

ハ

ト

2

、

ム

ズ

ト

2

、

メ

タ

ト

2

、

ヌ

ツ

タ

リ

ト

2

、

　

回

チ

ヤ

ツ

〈

ト

9

、

サ

ラ

リ

ト

2

、

チ

ヤ

〈

ト

2

、

ウ

ガ

ラ

ト

、

ウ

ツ

カ

ラ

ト

、

ヲ

ポ

〈

ト

、

キ

ラ

り

〈

ト

、

ク

ダ

〈

ト

、

ク

ラ

〈

ト

、

ソ

ツ

ト

ナ

ッ

ト

、

ソ

ロ

リ

ト

、

チ

ッ

ク

チ

ク

ト

、

チ

ッ

コ

ト

、

チ

ッ

〈

、

チ

ヤ

〈

ト

、

チ

ャ

ッ

ト

ソ

ツ

ト

、

チ

ヤ

ツ

〈

ト

、

チ

ラ

リ

ト

、

※

ツ

プ

ト

、

ト

ッ

ト

、

ノ

サ

〈

ト

、

ハ

タ

〈

ト

、

ヒ

ョ

ウ

ト

、

プ

ラ

〈

ト

、

ヘ

シ

ト

、

ホ

ウ

ト

、

ホ

シ

〈

ト

、

ホ

タ

〈

ト

、

ボ

ツ

キ

ト

、

ミ

シ

ト

、

ム

カ

〈

ト

、

ム

ク

ト

、

ム

ツ

タ

ト

、

の

チ

ッ

〈

ト

2

、

ツ

ツ

ト

2

、

7

ツ

〈

ト

2

、

カ

ツ

〈

ト

、

キ

カ

ト

、

キ

リ

／

＼

ト

、

グ

ラ

〈

ト

、

サ

ク

〈

ト

、

サ

ツ

ハ

ト

、

ジ

ロ

リ

ト

、

ス

ラ

リ

＜

「

王

」

　

ス

ラ

リ

ト

＞

、

ス

ン

〈

ト

、

ダ

ク

〈

ト

、

チ

ッ

ク

ラ

ト

、

ツ

ン

ツ

、

ヒ

ツ

タ

ト

、

ヒ

ヨ

ツ

〈

ト

、

フ

ッ

ク

ト

、

フ

ラ

〈

ト

、

ホ

エ

リ

ト

、

ホ

ッ

ク

リ

ト

、

ム

ツ

タ

ラ

ト

、

ワ

チ

〈

ト

、

以

上

6

9

語

以
上
が
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙
の
総
て
で
あ
る
。
こ
れ
を
異
な
り
語
数
で

ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
類
　
　
B
頬
　
　
C
顆

一
思
考
判
断
の
副
詞

二
程
度
量
の
副
詞

三
時
間
関
係
の
副
詞

四
情
態
の
副
詞

五
擬
声
擬
態
の
副
詞

合
　
　
計

5　　　　　　31　　　　1

（33）　　（38）

9

（20）

41

（35）

71

（19）

l
（

1

）

65

4

（9）

5

（12）

6

（7）

3

（3）

13

（18）　　（9）

5】
札
内
41

（
2
2
）
01（2

3
）
42（2

7
）
72

（
2
7
）
08

（
2
6
）

（　　　（　　　′へ　　　（　　　（　　　（　　　D

4715569694742　30143917　2813類
）　　　　　　　　　ヽ、＿′　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　）

も
（　　　　（　　　　（　　　　（　　　　（　　　　（　　　　亡】

1003221α）1（氾100891（氾431004410046
）　　）　　）　　）　　）　　）　　計

－23－

（
注
、
カ
ッ
コ
内
は
百
分
率
を
あ
ら
わ
す
）

右
表
に
依
っ
て
、
次
下
の
事
柄
が
明
ら
か
に
な
る
。
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語

彙
は
、
異
な
り
語
数
で
聖
和
で
あ
る
。
玉
塵
抄
で
の
そ
れ
は
聖
和
で
あ
る
（
注

6
㌔
こ
れ
に
比
し
て
、
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙
は
、
玉
塵
抄
の
そ
れ
よ
り
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
乏
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
副
詞
の
種
類
に
就
い
て
見
る
と
、
玉
の

擬
声
擬
態
の
副
詞
に
於
い
て
最
も
異
り
語
数
が
多
い
。
天
草
版
伊
曽
保
物
語
、

王
塵
抄
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
三
者
に
共
通
す
る
A
類
は
1
8
％

に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
に
属
す
る
副
詞
は
資
料
を
越
え
て
広
く
用
い
ら
れ
る
副
詞



で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
ナ
ッ
ト
モ
、
イ
ワ
ン
ヤ
が
属
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
副
詞
を
抄
物
に
特
徴
的
な
副
詞
と
す
る
こ
と
（
注
7
）
　
の
非
な
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
る
。
天
草
版
伊
曽
保
物
語
と
共
通
す
る
B
類
も
、
A
類
に
準

じ
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
は
一
の
思
考
判
断
の
副
詞
に
於
い
て
3
3
％
、

3
8
％
と
最
も
高
率
を
示
し
、
五
の
擬
声
擬
態
の
副
詞
に
於
て
は
1
％
、
3
％
と

極
め
て
低
率
を
示
す
。
抄
物
資
料
の
方
に
の
み
存
す
る
C
頬
、
D
頬
に
就
い
て

見
る
と
、
D
類
、
即
ち
史
記
桃
源
抄
に
の
み
存
す
る
も
の
が
4
7
％
に
も
達
す
る
。

そ
し
て
、
副
詞
の
種
頬
か
ら
見
る
と
、
一
の
思
考
判
断
の
副
詞
で
は
C
類
、
D

類
は
そ
れ
ぞ
れ
1
1
％
、
2
8
％
と
最
も
低
率
を
示
し
、
五
の
擬
声
擬
態
の
副
詞
で
は

2
7
％
、
7
0
％
と
最
も
高
率
を
示
す
。
し
か
も
、
擬
声
擬
態
の
副
詞
で
は
D
顆
が

7
0
％
に
も
達
し
て
い
る
。
．

右
表
か
ら
、
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙
の
内
、
擬
声
擬
態
の
副
詞
語
彙
の
多

様
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
さ
ら
に
C
頬
、
D
頬
を
細
か
く
具
体
的
に
そ
こ

に
属
す
る
副
詞
語
彙
を
見
て
ゆ
く
と
、
そ
こ
に
は
、
漢
文
訓
読
特
有
語
を
出
自

と
す
る
副
詞
、
漢
語
に
基
く
副
詞
が
偏
在
し
て
い
る
こ
と
に
注
H
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
観
点
か
ら
、
史
記
桃
源
抄
の
副
詞

語
彙
を
検
討
し
よ
う
。

三
　
漢
文
訓
読
語
系
の
副
詞
語
彙

そ
も
そ
も
漢
文
の
訓
読
を
前
提
と
し
て
い
る
抄
物
の
言
語
に
、
漢
文
訓
読
語

（
注
8
）
　
の
影
守
一
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
し
得
る
と
こ

）
4
、
計
7
語
　
伺
シ
キ
リ
二
、
モ
ツ
バ
ラ
（
専
ラ
・
専
）
4
、
計
2
語

の
無
し
。
合
計
9
語

B
顆
の
無
し
。
　
何
速
二
、
　
の
無
し
。
合
計
1
語

C
顆
の
キ
ヤ
メ
テ
2
、
悉
二
2
、
計
2
語
．
㈲
畜
　
（
尽
）
2
、
更
メ
テ
、
敢

テ
、
計
3
語
　
の
無
し
。
合
計
5
語

D
顆
の
マ
サ
シ
フ
（
マ
サ
シ
ウ
・
正
シ
ク
・
正
ク
）
1
0
、
初
メ
テ
（
ハ
シ
メ

テ
・
初
メ
テ
・
初
テ
・
始
メ
テ
・
始
テ
）
8
、
計
2
語
　
何
蓋
シ
（
蓋
）
4
、

果
シ
テ
（
果
タ
シ
テ
）
3
、
イ
カ
ン
ト
モ
2
、
登
、
全
タ
ク
（
全
ク
）
2
、
僅

ヨ
リ
／
1
．
＼

二
、
時
、
尚
シ
、
計
8
語
　
の
至
テ
　
計
1
語
　
合
計
1
1
語
　
以
上
総
計
2
6

五
日

ュ
t
u
r

こ
れ
ら
の
副
詞
語
彙
は
、
使
用
頻
度
の
低
い
も
の
が
多
い
が
、
A
顆
に
属
す

る
も
の
も
1
0
語
あ
り
、
そ
れ
ら
は
使
用
頻
度
の
高
い
も
の
が
多
い
。
そ
れ
に
し

て
も
、
C
顆
、
D
顆
を
あ
わ
せ
る
と
全
2
6
語
の
う
ち
1
5
語
ま
で
が
こ
こ
に
属
す

る
の
で
あ
る
。

史
記
桃
源
抄
内
部
で
の
、
こ
れ
ら
の
副
詞
語
彙
の
用
い
ら
れ
ざ
ま
を
見
る
に
、

の
即
ち
、
「
桃
」
　
と
「
牧
」
　
と
の
両
方
に
存
す
る
も
の
が
1
1
語
、
㈱
即
ち
「
桃

」
　
の
方
に
の
み
存
す
る
も
の
が
1
3
語
、
再
即
ち
「
牧
」
　
の
方
に
の
み
存
す
る
も

の
が
1
語
と
な
っ
て
い
て
、
「
桃
」
　
の
方
が
漢
文
訓
読
特
有
の
副
詞
を
多
用
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
桃
」
が
所
謂
手
控
的
に
、
よ
り
多
く
文
章
語
を
取

り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
漢
文
訓
読
語
系
の
副
詞
語
彙
も
、
本
資
料
で
の
用
法
を

24

る
1
。
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙
の
内
い
⊥
撰
文
訓
読
語
系
⊥
漢
文
訓
読
梓
1
見
る
と
「
漢
文
訓
読
特
有
語
と
し
て
の
本
来
の
用
法
を
そ
の
ま
ま
保
l
？
て
い
l
る

有
語
）
の
副
詞
語
彙
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば

A
顆
　
の
況
ヤ
（
況
）
1
1
、
タ
ト
ヒ
（
タ
ト
へ
）
2
、
巳
二
（
既
二
）
輿
　
　
　
①
測
王
者
タ
ル
老
ノ
上
テ
ハ
、
楢
不
足
ナ
ソ
（
5
8
オ
1
7
〓
　
（
注
9
）
　
「
牧

ヒ
ソ
カ
ニ
　
　
ヒ
ソ
カ
ニ

末
2
4
、
更
二
　
（
更
・
サ
ラ
二
）
　
1
2
、
互
ニ
5
、
ヒ
ソ
カ
ニ
（
問

問
　
－
与
　
　
　
」
　
）



況
ヤ
ナ
ッ
ト
モ
方
術
ヲ
セ
ウ
モ
ノ
バ
、
チ
ッ
ト
ハ
言
7
事
カ
ア
タ
ラ
イ
テ

ハ
ソ
　
（
3
オ
1
6
九
「
桃
」
　
）

②
劃
周
室
衰
微
シ
テ
、
記
録
ナ
ン
ト
モ
、
シ
カ
〈
ト
モ
ナ
イ
ホ
ト
二
…
：

（
8
2
オ
4
一
「
桃
」
　
）

ノ
リ

③
ィ
ヵ
ナ
レ
ハ
先
王
ノ
菅
崩
ス
ル
ト
キ
ハ
面
目
徳
ヲ
後
世
二
ノ
コ
シ
法
ヲ
末

代
二
重
ル
事
ヲ
コ
ソ
セ
ラ
ル
、
モ
ノ
テ
ア
ル
二
…
（
1
7
ウ
3
四
「
桃
」
　
）

①
の
「
況
ヤ
」
は
、
特
定
の
呼
応
を
失
っ
て
い
る
し
、
②
の
「
蓋
シ
」
は
、

平
安
中
期
以
後
は
平
叙
文
で
結
ぶ
が
、
古
代
の
訓
法
を
伝
承
保
持
す
る
漢
籍
の

訓
法
に
は
推
良
形
で
結
ぶ
も
の
で
あ
る
　
（
注
1
0
）
　
の
に
、
本
資
料
で
は
そ
れ
が

認
め
ら
れ
な
い
。
③
の
「
尚
シ
」
も
同
類
で
あ
る
。
又
、
音
転
託
を
起
し
て
い

る
も
の
に
「
キ
ヤ
メ
テ
」
が
あ
る
。

④
ヮ
ル
イ
事
ヲ
シ
テ
、
引
刊
対
外
タ
ノ
シ
ウ
テ
子
々
孫
々
マ
テ
モ
不
レ
絶
老

カ
ア
ル
ソ
　
（
5
ウ
1
4
一
一
「
牧
」
　
）

為
右
－
封
雨
月
刃
ヨ
ウ
治
タ
ソ
（
4
6
オ
1
一
五
「
挫
）

「
キ
ヤ
メ
ー
こ
が
、
院
政
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
文
献
、
特
に
口
語
性
の
強
い

文
献
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
報
告
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
注
1
1
）

「
桃
」
　
と
．
「
牧
」
　
と
を
比
較
し
て
、
「
桃
」
　
の
方
に
、
よ
り
文
章
語
の
影
響

の
強
い
こ
と
が
指
摘
で
き
た
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
体
言
＋
二
と
い
う
語
構

造
の
副
詞
に
つ
い
て
両
者
で
比
較
す
る
と
、
注
意
す
べ
き
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

本
資
料
で
、
二
を
伴
う
形
と
、
伴
わ
な
い
形
と
の
両
形
が
存
す
る
も
の
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
用
例
数
は
（
「
桃
」
・
「
牧
」
・
合
計
）
　
の
順
に
掲
げ
る
。

ア
マ
リ
二
（
訴
・
3
・
謎
）
－
ア
マ
リ
（
9
1
・
舶
・
墜
イ
カ
ホ
ド
ニ
（
2

・

0

・

2

）

－

イ

カ

ホ

ド

（

1

4

・

4

・

1

8

）

　

コ

ト

サ

ラ

二

　

（

3

・

0

・

3

）

－

コ

ト

サ

ラ

（

0

・

2

・

2

）

一

向

二

　

（

一

コ

ウ

ニ

）

　

（

8

・

1

・

9

）

－

一

向

（

1

・

1

・

2

）

自

然

こ

　

（

1

1

・

9

・

2

0

）

－

自

然

二

4

・

1

・

5

）

サ

ホ

ド

二

　

（

1

・

0

・

1

）

I

サ

ホ

ド

（

2

・

0

・

3

）

一

々

二

　

（

2

1

・

8

・

2

9

）

一

々

　

（

1

・

1

・

2

）

悉

二

　

（

1

・

1

・

2

）

－

畠

（

尽

）

　

（

2

・

0

・

2

）

細

々

二

　

（

2

・

0

・

2

）

－

細

々

　

（

1

・

0

・

1

）

次

第

二

　

（

1

8

・

0

・

1

8

）

－

次

第

（

1

・

0

・

1

）

右
の
う
ち
、
両
形
が
「
桃
」
　
か
「
牧
」
　
か
の
い
ず
れ
か
一
方
に
の
み
存
す
る

も
の
を
除
く
と
、
次
の
三
種
の
副
詞
が
注
目
さ
れ
る
。

①
言
ハ
、
物
力
タ
カ
ウ
ナ
リ
立
テ
、
可
刊
男
司
極
レ
ハ
、
ヤ
ス
ク
、
カ
ツ
ハ

ト
ナ
ル
ソ
　
（
9
オ
7
一
九
「
桃
」
　
）

勇
司
引
イ
タ
マ
シ
ウ
カ
ナ
シ
イ
ホ
ト
二
（
1
0
ウ
4
一
三
「
牧
」
）

②
漢
書
ヲ
聞
ク
老
イ
カ
ホ
ト
二
ア
ツ
ツ
ラ
ウ
ナ
レ
ト
モ
、
綿
谷
一
人
…
…
（

4
ウ
8
六
「
桃
」
　
）

上
計
ト
ハ
、
郡
国
力
ラ
京
へ
年
貢
カ
、
イ
カ
ホ
ト
上
タ
ナ
ン
ト
ト
云
事
ヲ

ツ
カ
サ
ト
ル
ソ
　
（
1
3
オ
1
0
一
三
「
牧
」
　
）
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③
コ
ト
サ
ラ
二
為
臣
ト
云
テ
、
罪
シ
タ
語
ナ
リ
（
7
0
オ
8
三
「
桃
」
）

日
本
ノ
天
神
七
代
、
地
神
五
代
ト
云
モ
、
．
刊
〓
つ
刊
到
ス
ク
ナ
イ
ソ
（
n
オ

3
三
「
牧
」
　
）

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
二
を
伴
う
形
の
方
が
、
「
桃
」
　
に
於
て
多
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
特
有
語
の
副
詞
の
語
構
成
の
一
と
し
て
、
体
言

十
二
が
あ
り
、
右
の
事
実
は
、
「
桃
」
　
の
方
が
、
よ
り
漢
文
訓
読
特
有
語
的
構

成
の
副
詞
を
好
む
と
い
う
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
漢
文
訓

読
に
於
て
、
二
を
伴
う
、
あ
る
い
は
伴
な
わ
な
い
と
い
う
副
詞
が
存
し
、
前
者

は
漢
籍
訓
読
語
、
後
者
は
仏
書
訓
読
語
と
い
う
関
係
で
対
応
し
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
そ
し
て
、
漢
籍
訓
読
語
は
仏
書
訓
読
語
に
比
し
て
、
よ
り
古
態
を
示
す

も
の
で
あ
る
（
注
1
2
）
が
、
史
記
抄
で
の
右
の
事
実
と
、
こ
の
こ
と
と
は
無
関

係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
検
討
を
要
す
る
事
柄
で
あ
る
。



四
　
漢
語
に
基
く
副
詞
語
彙

漢
語
に
基
く
副
詞
が
抄
物
で
多
用
さ
れ
る
こ
と
も
先
学
の
指
摘
の
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
本
資
料
で
の
用
例
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
類
　
の
結
句
（
ケ
ツ
ク
）
3
3
、
別
シ
テ
（
ヘ
シ
テ
・
ヘ
ツ
シ
テ
）
9
6
、
自

然
二
2
0
、
計
3
語
　
何
次
第
二
は
、
計
1
語
　
の
無
し
。
合
計
4
語

B
類
　
的
所
詮
5
、
自
然
5
、
計
2
語
　
伺
度
々
、
計
1
語
　
の
無
し
。
合

計
3
語
C
顆
　
の
揺
シ
テ
諮
、
一
チ
9
、
大
略
8
、
一
々
二
2
9
、
イ
ツ
タ
ウ
2
9
、
一

向
二
　
（
一
コ
ウ
ニ
）
9
、
一
々
2
、
内
々
2
、
蒙
々
ト
2
　
計
9
語
　
佃
実
こ

6
、
大
埜
3
、
漸
々
二
2
、
畢
克
、
涯
分
（
カ
イ
ブ
ン
）
4
、
細
々
、
計
6
語

の
イ
ツ
パ
イ
、
一
旦
、
一
度
、
重
々
二
2
、
忽
然
ト
、
参
然
ト
　
計
6
括

合
計
2
1
語

D
顆
　
の
是
非
二
6
、
治
定
5
、
少
々
　
（
中
々
）
7
、
随
分
、
一
切
二
、
始

終
6
、
次
第
〈
二
、
卒
忽
二
4
、
計
8
譜
　
面
十
分
二
、
特
二
、
大
抵
、
早

速
こ
、
細
々
二
2
、
妙
二
、
妥
然
ト
、
黙
然
ト
、
茫
然
ト
、
憤
然
ト
、
殺
択
一
ト
、

参
差
ト
、
紛
々
ト
、
メ
タ
ト
　
計
1
4
語
　
の
仮
令
、
〓
正
、
一
偏
二
2
、
万
力

一
3
、
梢
々
、
早
々
ト
、
別
々
二
、
自
然
ト
、
易
々
ト
、
虚
寒
ト
、
珪
然
ト
、

事
々
ト
、
卒
然
ト
、
酒
々
ト
、
素
々
ト
、
慨
然
ト
、
ラ
ウ
〈
ト
　
計
1
7
語

合
計
3
9
語
　
以
上
総
計
6
7
語

以
上
聖
和
の
漢
語
に
基
く
副
詞
が
存
す
る
。
こ
れ
は
、
全
副
詞
豊
川
の
2
0
％

整
理
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
、
史
記
桃
源
抄
内
部
で
の
分
布
を
見
る

と
、
漢
語
、
漢
語
十
三
の
二
種
の
も
の
は
、
の
何
の
に
は
ぽ
偏
り
な
く
存
す
る

の
に
対
し
て
、
漢
語
＋
ト
の
形
の
も
の
は
、
回
と
の
と
に
偏
在
し
て
い
る
。
し

か
も
、
㈲
8
語
、
の
1
3
語
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
再
の
方
に
よ
り
多
く

存
す
る
。
ト
を
伴
う
も
の
よ
り
「
二
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
形
容
動
詞
語
幹
的

漢
語
は
、
よ
り
日
常
語
的
に
把
捉
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
」
　
（
注
1
3
）
と
は

二
シ
テ

忽
然
　
－
　
忽
然
ト
シ
テ
、
虫
二
ナ
ル
事
モ
ア
リ
（
3
9
ウ
8
〓
　
「
牧
」
　
）

と
い
う
例
が
存
す
る
（
原
文
の
二
シ
テ
を
、
ト
シ
テ
と
言
い
換
え
て
い
る
）

の
で
、
一
概
に
は
言
い
得
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
副
詞
は
、
漢
文
原
文
に

存
す
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
も
の
も
多
く
、
当
時
の
日
常
語
と
は
と

う
て
い
考
え
ら
れ
ぬ
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。

第
三
節
で
、
「
桃
」
　
と
「
牧
」
　
と
を
比
較
し
て
、
「
桃
」
　
の
方
が
よ
り
文
章

語
的
性
格
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
漢
語
に
基
く
副
詞
、
就
中
、
漢
語
＋

ト
形
の
副
詞
に
つ
い
て
み
れ
ば
「
牧
」
　
の
方
に
も
亦
、
文
章
語
の
影
響
が
認
め

ら
れ
、
た
と
え
「
聞
雷
」
　
的
な
「
牧
」
　
で
は
あ
っ
て
も
、
漢
文
訓
読
調
を
好
む

面
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

五
　
擬
声
擬
態
の
副
詞
語
彙

第
三
節
、
第
四
節
に
於
て
、
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙
を
、
文
章
語
（
漢
文

訓
読
語
）
か
ら
の
影
響
と
い
う
面
か
ら
見
て
き
た
。
し
か
し
、
他
方
に
於
て
、

擬
声
擬
態
の
副
詞
語
彙
が
栄
え
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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当
た
る
b
l
L
そ
し
て
卜
l
こ
れ
ら
の
l
副
詞
は
「
釆
輩
版
伊
西
條
亘
も
存
廿
d
A

史
記
桃
滅
抄
の
み
惑
－
1
旬
刊
、
鰯
擬
虫
丹
原
朗
叫
の
副
詞
が
劃
l
い

こ
と
は
、
は
や

顆
、
B
頬
に
は
、
合
せ
て
7
語
に
過
ぎ
ず
、
や
は
り
、
抄
物
に
於
て
多
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

語
構
造
か
ら
見
る
と
、
殆
ど
が
、
漢
語
、
湊
語
＋
二
、
漢
語
＋
ト
の
三
相
に

く
、
　
金
沢
文
庫
蔵
解
脱
門
義
聴
集
記
鎌
倉
末
期
写
本
の
ご
と
き
講
義
録
に
も

そ
れ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
（
注
1
4
）
　
こ
と
に
粟
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
．

た
だ
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
史
記
桃
源
抄
の
擬
声
擬
態
の
副
詞
語



彙
聖
ツ
の
う
ち
、
次
の
2
語
を
除
い
て
、
す
べ
て
「
ト
」
を
伴
っ
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
ト
を
伴
っ
て
い
な
い
の
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

①
此
ハ
一
王
ノ
事
カ
、
サ
ノ
ミ
多
モ
ナ
ウ
テ
、
∴
刊
．
引
Ⅵ
ア
ル
ホ
ト
三
名

ヲ
不
言
レ
ハ
、
マ
キ
ル
ル
ホ
ト
二
カ
、
如
足
シ
ル
イ
タ
ケ
ナ
ソ
　
（
6
7
ウ
1
7

三
「
挑
」
　
）

．
②
士
眉
ハ
世
界
力
引
崩
ソ
（
1
8
オ
1
0
一
五
「
牧
」
）

③
梁
ト
超
ト
ノ
戟
虞
へ
ハ
イ
カ
イ
テ
、
4
4
刈
チ
カ
ウ
テ
大
梁
ノ
留
守
ノ
虞

へ
イ
ツ
テ
…
…
l
（
1
8
オ
1
7
〓
　
「
挑
」
　
）

石
の
三
語
は
、
柳
田
征
司
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
、
ト
は
原
理
的
に
情
態
性
を

支
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ト
を
伴
わ
な
い
も
の
は
、
既
に
程
度
副
詞
化

し
た
も
の
と
さ
れ
た
。
叉
、
ト
を
伴
わ
ぬ
擬
声
擬
態
の
副
詞
が
、
抄
物
で
は
湊

代
目
抄
、
史
記
抄
か
ら
見
え
は
じ
め
、
少
し
く
だ
っ
た
天
文
期
の
詩
学
大
成
抄
、

圭
爬
抄
と
な
る
と
1
0
語
以
上
の
例
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
頃
既
に
一
般
化
し
て
い

る
と
さ
れ
た
　
（
注
1
5
）
。
ト
の
有
無
を
、
氏
の
よ
う
に
通
時
的
に
把
え
る
こ
と

の
で
き
る
面
の
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
大
蔵
流
狂
言
に
お
け
る
擬
声
擬

態
の
刑
l
詞
語
葉
を
見
る
と
、
虎
寛
本
に
も
虎
明
本
に
も
、
ト
を
伴
わ
ぬ
も
の
が

抄
物
資
料
の
場
人
目
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
、
多
用
さ
事
て
い
る
の
で
あ
る
（
注

1
6
）
。
時
代
の
下
る
狂
言
資
料
と
、
史
記
桃
源
抄
と
を
直
接
比
較
す
る
に
は
問

題
が
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
狂
言
資
料
で
の
事
実
は
、
ト
を
伴
わ
ぬ
も
の
が
、

ト
を
伴
う
も
の
よ
り
、
よ
り
口
語
的
性
格
が
強
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
擬
声
擬
態
の
副
詞
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
、
述
語
的

性
格
を
も
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
ト
は
、
惰
態
性
で
は
な
く
、
そ
の
叙

述
性
を
支
え
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
ト
を
伴
う

も
の
は
、
伴
わ
ぬ
も
の
よ
り
、
よ
り
判
断
的
な
も
の
で
あ
る
　
（
注
1
7
）
。
そ
し

て
、
抄
物
と
は
、
あ
く
ま
で
漢
文
の
テ
キ
ス
ト
の
講
釈
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
の

文
・
語
句
を
講
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
擬
声
擬
態
の
副
詞
も
、
講
釈
の
方
便
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
、
事
柄
の
叙
述
の
方
便
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
抄
物
で
は
、
必
然
的
に
、
叙
述

性
を
支
え
る
ト
を
落
す
こ
と
が
少
な
い
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
又
、
抄
物
が
漢
文
訓
読
文
の
講
釈
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
口
こ
と

ば
で
行
わ
れ
て
も
、
文
章
語
の
気
味
あ
い
は
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

理
由
で
、
本
資
料
の
擬
声
擬
態
の
副
詞
は
、
ト
を
伴
う
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

六
　
結
　
　
　
語

史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙
を
、
湊
文
訓
読
語
系
の
副
詞
、
漢
語
に
基
く
副
詞
、

擬
声
擬
態
の
副
詞
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
漢
文
訓

読
文
の
講
釈
で
あ
る
と
い
う
抄
物
の
基
本
的
な
成
り
立
ち
か
ら
、
史
記
桃
源
抄

の
副
詞
語
彙
は
、
そ
れ
が
口
こ
と
ば
で
講
釈
が
行
わ
れ
た
（
あ
る
い
は
行
わ
れ

る
）
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
背
後
に
文
章
語
（
漢
文
訓
読
語
）
が
存
す
る
た
め

に
、
日
常
語
か
ら
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
安
定
を
見
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
右
の
ま
と
め
は
、
極
め
て
、
素
朴
で
概
括
的
で
あ
り
、
今
後
に
残

さ
れ
た
問
題
が
多
い
。
ま
ず
は
、
文
章
語
系
の
副
詞
と
、
口
語
系
の
副
詞
と
が

互
い
に
ど
の
よ
う
な
意
味
領
野
を
分
抱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
存
し
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
本
格
的
語
彙
論

が
始
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
4
7
年
1
1
月
3
0
日
稿
）

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
藤
原
与
一
先
生
の
御
指
導
の
も
と
に
調
査
を
進
め
た
も
の
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を
掴
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
昭
和
4
7
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究

集
会
（
1
1
月
1
1
日
）
　
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

学
会
の
席
上
で
は
、
小
林
芳
規
先
生
、
山
内
洋
一
郎
氏
、
柳
田
征
司
氏
か
ら
種

々
の
脚
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
又
、
一
旦
成
稿
後
、
小
林
芳
規
先
生
の
御
指
導
を

項
い
て
、
稿
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

注
1
、
柳
田
征
司
「
史
記
抄
の
本
文
に
つ
い
て
－
漢
書
抄
と
の
関
係
か
ら
－

」
国
語
国
文
論
集
1
　
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
科

2
、
出
雲
朝
子
「
抄
物
の
副
詞
－
抄
物
語
彙
の
性
格
に
つ
い
て
の
試
論
－

」
言
語
と
文
芸
6
5
号
に
於
て
、
玉
塵
抄
（
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
）
　
の
副

詞
語
彙
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
依
っ
た
。

3
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
「
文
禄
二
年
耶
蘇
会
板

伊
曽
保
物
語
　
本
文
・
翻
字
・
解
題
・
索
引
」
を
用
い
た
。

4
、
出
雲
朝
子
「
抄
物
に
お
け
る
ラ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
形
に
つ
い

て
」
佐
伯
梅
友
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
　
昭
和
4
4
年
6
月

5
、
副
詞
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
の
漢
文
原
文
に
存
す
る
副
詞

を
引
用
し
て
、
そ
の
副
詞
そ
の
も
の
を
講
釈
し
て
い
る
よ
う
な
例
は
探

ら
な
か
っ
た
。
又
、
擬
声
擬
態
の
副
詞
な
ど
で
、
「
ス
ル
」
　
と
結
合
し

て
複
合
動
詞
を
形
成
し
て
い
る
も
の
は
、
今
、
副
詞
の
用
例
と
し
て
採

っ
て
い
る
。
資
料
問
の
比
較
に
於
て
、
擬
声
擬
態
の
副
詞
は
、
王
塵
抄

の
場
合
、
注
2
論
文
に
依
っ
て
い
る
た
め
、
単
純
な
語
形
の
比
較
の
み

に
依
っ
て
い
る
。
尚
、
史
記
桃
源
抄
の
副
詞
語
彙
の
調
査
は
、
一
回
の

語
に
つ
き
で
の
研
究
」
参
照
。
室
町
時
代
に
於
て
、
漢
文
訓
読
特
有
語

と
い
う
こ
と
が
ど
こ
ま
で
言
い
得
る
こ
と
で
あ
る
か
は
、
個
々
の
語
詞

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
出
自
あ
る
い
は
系
統
と
い
う

観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
今
、
漢
文
訓
読
特
有
語
と
い
う
こ
と
を
話
題

に
し
得
る
と
考
え
る
。

9
、
用
例
の
所
在
は
、
丁
数
・
表
裏
・
冊
数
の
順
に
掲
げ
る
。
印
刷
の
都

合
上
、
小
字
表
記
等
、
原
文
の
表
記
の
ま
ま
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

1
0
、
小
林
芳
規
先
生
「
金
沢
文
庫
本
春
秋
経
伝
集
解
に
お
け
る
平
安
初
期

漢
籍
訓
読
語
の
残
存
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
五
輯
（
「
平
安
鎌
倉
時

代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
所
収
）

1
1
、
小
林
芳
規
先
生
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
広
島
大
学
文

学
部
紀
要
　
特
輯
号
3
、
昭
和
4
6
年
3
月

1
2
、
注
1
0
小
林
先
生
御
著
書
三
九
四
頁
。

1
3
、
寿
岳
章
子
「
抄
物
の
文
選
読
」
国
語
国
文
　
昭
和
2
8
年
1
0
月
。

1
4
、
注
1
1
小
林
先
生
論
文
。

1
5
、
「
抄
物
に
見
え
る
擬
声
擬
態
の
副
詞
」
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
（

人
文
・
社
会
科
学
）
第
四
巻
第
一
号

1
6
、
佐
々
木
峻
「
大
蔵
涜
狂
言
資
料
に
お
け
る
擬
声
擬
態
語
彙
に
つ
い
て

」
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
一
部
第
二
〇
号

1
7
、
阪
倉
驚
義
「
語
構
成
の
研
究
」
　
三
七
二
貢
。

－
」
l
ム
畠
大
学
助
手
1

28

み
で
あ
る
め
l
で
過
満
の
あ
る
十
首
を
恐
れ
て

6
、
注
2
出
雲
論
文
。

7
、
注
2
出
雲
論
文
。

8
、
漢
文
訓
読
特
有
語
に
つ
い
て
は
、
築
畠
裕
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読




